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腰推様突超↑折 1比 較的幣微と考えられがちだ

が しかしながら強い痛みが腱き 回復が長引くこ

とがある 現在■で安静やコルセット 簑痛剤など

の通常の治贅法以外の治瞭法は知られていな|ヽ 今

回 我●1■新しい治憲法を考案 したので報告する

対象および方法

新鮮腰1臓 突起■析で当料を受・●した思者のう

●. 内臓損傷や他の骨J7があったものを除外した|

例に治密を行った 拐性,倒  女Jl例 で うち2例

は R証 で搬送され 体動困難な =どの痛みがあっ

た 平均年鈴 ‐3,0(20-,1)載 であった 償突起

の骨折数は■ 2 , 5個 で す
^て
片‖llで
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た

(移素)腰 椎‖経磁造影の要預で逐視下 贖則立で

■折部ヽ1%|`o・●・●を,●t局所注好した 多発性′=

ら全ての骨折を治療した

評価 II"行 可能か否か 2 痛みの粒疵 Vヽ ‐t

A●Jo`¨ ,¨t(uS を用いて来院時 '師 後 1

, 1週  `週 後に田査 ` 病欠期間 ` 合併癌の

有無を調
^た

結     果

初誇時に2,は 牧念章で堰ばれ 歩けなかった 全

員 注

'1後

歩行可能とな
' =度

と障害されなかっ

た VAS t初 診巾
'が
 注
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。5になり 全例歩

行可能となoた  翌■には
'8と
上がったが 1週 後

,0,週 後●6と下降した 病欠り]]i18日 で
',●

た 〈口 0 で

“

を除いて翌日からは事に複掃した 腋

業 ! 事務 運転, 主婦であった ■衛隊IIの1

例で
'H川
体案したが 6個 の■折のうち1つは見通

され 治療=IIて いなかった 金倒 復帰後 ,,ti

らくの菫労働は禁卜したが 仕ll^の 復帰 i早かっ

た また 感染などの合併症 i特 に舞
'つ
た

者     察

腰II F突起骨折は軽微と考えられがちだが FIみ

が長;き  長期の病欠になる事もある 現在まで鶏

み止あの外用剤ヤ内]‖葉 ブレース以外に拐 |なお

素法は報告されて,な い しかしながら Ml oら ｀

ittll輸突起単執骨折
`2人
中20人が腱部内臓談傷

を合併し 2人 死亡 ,人が手llを受けていたと報告

している 樹突き‖j■

'祉

体骨折など他の■性骨折

にtt^内 側 ■祉 関連する1'が多い 高エネルギー

外傷であると述べて
'る
 ■たT・●、ら●,プ 。ア

メリカンフットボール ( ■ヽL〕の選手の腰罹横失起

骨佗 ,例を調
^ 
治療法はアイシング 薬物 ●ル

セットなどで 平均0,週 の体黎 (,～ 01日)を 黎

したと述
^て
いる この鮮で ■内蔵根傷は1倒のみ

であった 船えら!|たア●の運動選手では内脚 傷

i少な,oた が 流みが続き 復掃が遅れることが

うかがわれる

当治療l■の効果 よ 倒的で 痛みは直ちに消失し

歩|'なかった懲者が歩けるようになる そ●,綾 

“み よ り,る程度再発するが 1と んどの忠者て翌R

から仕]`に復冊できた 日所投与のリドカイン●,効

果は1,-2時 間と言勧 ているが 想像以上に効果

が長||さした この理由として 'す よ局所麻酔の

実理作用が礎  その作用峙l・が切れた後  ヽ7]

により 炎症反応を0き 起こ十サイ トカインが薄
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